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●108ページ 問16〔１〕選択肢３の解説の６〜７行目 
誤  Cre の標本分散とGFR の標本分散が等しい場合である。散布図より，２つの変数の大きさは大きく異な

り，両者の標本分散が異なることは明らかである。実際，… 

正  GFRの標本分散×Creの標本分散＝（GFRとCreの標本共分散）2となる場合，つまり，GFRとCreの相関

係数の２乗が１になる場合である。出力結果のR-squaredが0.4888より，相関係数の２乗は１ではない。

実際，…                   （なお、本問の正解についての変更はありません） 

 

 
以上 


